
 

 

第 13 回 千葉県アマチュアゴルフ協会主催ジュニア選手権競技 

開 催 日 ：平成 29 年５月５日（子供の日）神崎カントリー倶楽部 

 

 競 技 の 条 件 

１．ゴルフ規則 

日本ゴルフ協会発行ゴルフ規則とこの競技のローカルルールを適用する。 

２．競技委員会の裁定 

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事項について、この委員会の裁定は

最終である。 

３．使用球の規格（ゴルフ規則 177 ページ参照） 

  『公認球リストの条件・ゴルフ規則付 1(Ｂ)1ｂ』を適用する。 

４．使用クラブの規格（ゴルフ規則 176 ページ参照） 

『適合ドライバーヘッドリストの条件・ゴルフ規則付 I(Ｂ)1a』を適用する。        

５．競技方法 

１８ホールストーロークプレーとする。1 位にタイがあった場合サドンデス方式によるプレー

オフを１番９番で行い優勝者を決定する。２位以下にタイが生じた場合はインコースのマッチ

ングスコアーカード方式にて決定する。 

６．ホールとホールの間での練習禁止（ゴルフ規則 181 ページ参照） 

『ゴルフ規則付Ｉ(B)5ｂ』を適用する。 

７．競技終了時点 

   本競技は競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 

８．プレーの中断と再開 

（１） プレーの中断（落雷などの危険を伴わない気象状況）については、ゴルフ規則 6-8b,c,d

に従って処置する事。 

（２） 険悪な気象状況にある為、委員会の決定によりプレーが中断となった場合、同じ組の競

技者全員がホールとホールの間にいたときは、各競技者は委員会よりプレー再開の指示

が出るまでプレーを再開してはならない。１ホールのプレーの途中であったときは、各

競技者はすぐにプレーを中断しなければならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指

示が出るまでプレーを再開してはならない。競技者がすぐにプレーを中断しなかった時

は、ゴルフ規則 33-７に決められているような、罰を免除する正当な事情がなければ、

その競技者は競技失格とする。（ゴルフ規則 6-8ｂ） 

（３） プレーの中断と再開の合図について 

     通常のプレー中断          

     険悪な気象状況による即時中断    競技委員を通じて選手に連絡する。 

     プレー再開             

（４） 悪天候により競技を短縮することもあり得る。 

９．移動 （ゴルフ規則 181 ページ参照） 

   正規のラウンド中の移動について『ゴルフ規則付Ⅰ(B)8移動』を適用する。 

10．キャディの使用禁止 

正規のラウンド中、キャディの使用を禁止する。 

 



ローカルルール 

１． アウトオブバウンズの境界は白杭をもって表示する。 

２． 修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を表示する。 

３． ウォーターハザードは黄線または黄杭、ラテラル・ウォーターハザードは赤線または赤杭を

もってその限界を表示する。 

４． 動かせない障害物。 

ａ．排水溝 

ｂ．人工の表面を持つ道路に接した排水溝は、その道路の一部とみなす。 

ｃ．黄杭（1 ペナ杭）は本競技には適用しない。 

５． 距離計測のための黄色いペイント及びグリーン周りのペイント上に球があるか、触れている場合、又

はそのペイントが意図するスイング区域の障害となる場合、規則 25-1 に基づいて救済を受けること

が出来る。但し、そのペイントがプレーヤーのスタンスの障害となっていても、それ自体は規則 25-1

に基づく障害とはみなされない。 

６． 電磁誘導カート用の２本の人工の表面を持つ軌道は、全幅をもってプレー禁止とする。 

『球がこのカート道路の上にあるか、スタンスがかかる場合、及び意図するスイングに支障

がある場合競技者はゴルフ規則 24-2ｂ(ｉ) の救済を受けなければならない。』このローカル

ルールの違反の罰は２打。  

７． 球が高圧送電線に当った場合は、そのストロークを取り消し、罰なしに再プレーしなければ

ならない（ゴルフ規則 20-５）その球をすぐには取り戻せない場合は、別の球に取り替える

ことができる。このローカルルールの違反の罰は、2 打。 

８． 18 番 2 打地点のラテラル・ウォーターハザードに球があるか入ったことがほぼ確実な場合 

①規則 26-1 より処置する 

②1 打罰のもとにドロップゾーンにドロップしてプレーすることができる。 

９． 7 番と 8 番、12 番と 17 番ホールの間の白杭を結ぶ線を越えて行った球が、その線の向こう

側のコース上に止まっている場合でもアウトオブバウンズの球とする。 

【注 意 事 項】 

１． 競技の条件やローカルルールに追加、変更のある時はスターティングホールのティーイング 

グラウﾝド付近に掲示し告示する。 

２． 練習場においては備付けの球を使用し、スタート前の練習は１人１コイン（20 球）とする。 

  打席が少ないのでスタート時間の早い選手から練習場を使用のこと。 

３． スタート前のアプローチ・バンカーの練習を禁止する。 

４． グリーンに著しく損傷を与えるシューズは使用禁止とする。（メタルスパイクは禁止） 

５． 正当な理由なくして、前の組から 1 ホール以上遅れた時は、ペナルティーを科すことがある。 

６． 昼食は 2 階レストランにて、ハーフ 9Ｈ終了時まで。以降は食事は出来ません。 

７． 表彰式は制服で全員参加。表彰式の成績発表をもって競技会が終了します。 

８． 指定練習日は特に設けません。希望者はコースに問い合わせの事。 

各自練習ラウンドは 1 人 1 球のみが規則です、練習当日コースの設定ティ以外の場所から

のプレー禁止。違反者は試合出場停止となります。 

９． 売店のサービスドリンクは 1 人 1 本のみ。ルールを守り参加する事。 

１０． 別紙の「神崎カントリー倶楽部利用に関して」を必ず守って競技に参加のこと。 

 

競技委員長 白井 敏夫 


